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企
画
展
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●
地
域
連
携
展

昭
和
１
０
０
年
記
念
展

「
記
録
資
料
で
た
ど
る
秋
田
の
１
世
紀｣

東
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ま
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５
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潟
村
干
拓
博
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８
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●
本
館
展
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（
特
別
展
示
室
）

昭
和
１
０
０
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記
念
展

「
記
録
資
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秋
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の
１
世
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９
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９
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大
坂
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と
秋
田
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」
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５
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～

月
１
日(
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７
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金)
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９
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●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

７
月
９
日(

木)

、
９
月

日(

木)
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月
８
日(
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、

月

日(

木)
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12
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◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日(

木)

、

日(

金)

27

28

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
行
事
予
定

今
年
度
の
行
事
予
定

県
の
マ
ー
ク

「
県
章
」
は
昭
和

年
、
公
募
に
よ

34っ
て
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

県
章
と
同
時
に

募
集
さ
れ
た
「
県

民
の
歌

（
♪
朝

」

あ
け
雲
の
～
）
は

歌
詞
が
先
に
決
定

さ
れ
、
そ
の
後
曲

を
公
募
し
、
昭
和

年
に
制
定
さ
れ

34ま
し
た
。

年
代
は
違
い
ま

す
が
、
同
じ
く
公

募
で
選
ば
れ
た
の

が
「
県
の
木
・
秋

田
杉｣

(

昭
和
41

年)

と
「
県
の
鳥

・
ヤ
マ
ド
リ｣

(

昭

和

年)

で
す
。

39秋
田
杉
は
青
森

県
の
ヒ
バ
、
長
野

県
の
木
曽
ヒ
ノ
キ

と
並
ん
で
日
本
三

大
美
林
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
。
美

し
い
木
目
と
強
い

材
質
が
特
徴
で
す
。

ヤ
マ
ド
リ
は
主
に

県
内
の
内
陸
山
地

に
生
息
し
て
い
ま

す
。

秋田のアを図案化し、「
県勢の飛躍、発展する

姿を表徴したもの」と

あります。



「
昭
和
」
の
幕
開
け
か
ら
満
１
０
０
年

を
迎
え
る
今
年
度
。
私
た
ち
は
、
激
動
の

時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
先
人
の

歩
み
を
振
り
返
る
大
き
な
節
目
に
立
っ
て

い
ま
す
。
当
館
で
は
、
所
蔵
す
る
公
文
書

を
中
心
に
、
秋
田
の
歩
み
や
人
々
の
想
い

を
紐
解
く
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
と
移
り
変
わ

る
情
勢
を
捉
え
ま
す
。
戦
前
の
国
の
広
報

誌
か
ら
は
、
当
時
の
社
会
状
況
が
浮
か
び

上
が
り
ま
す
。

戦
後
、
荒
廃
か
ら
の
復
興
を
経
て
高
度

「県民と描く“2040年の秋田のイメージ 」”

経
済
成
長
へ
と
向
か
う
中
、
県
は
ど
の
よ

う
な
舵
取
り
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
歴
代
知
事
の
も
と
で
策
定

さ
れ
た
「
秋
田
県
総
合
計
画
」
の
中
に
あ

り
ま
す
。
代
々
の
知
事
が
掲
げ
た
政
策
を

公
文
書
か
ら
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
、
理
想

の
秋
田
を
追
い
求
め
た
軌
跡
が
、
よ
り
鮮

明
に
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

本
展
の
大
き
な
特
徴
は
、
東
成
瀬
村
、

大
潟
村
の
両
教
育
委
員
会
と
の
連
携
で
す
。

当
館
で
の
展
示
に
加
え
両
村
へ
の
出
張
展

示
も
行
う
ほ
か
、
当
館
の
前
期
展
示
で
は

東
成
瀬
村
、
後
期
で
は
大
潟
村
の
資
料
を

順
次
公
開
し
ま
す
。
地
域
の
歩
み
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

誌
面
掲
載
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
最
新
の
「
総
合
計
画
」
で

す
。
そ
こ
に
は
「
２
０
４
０
年
の
秋
田
の

イ
メ
ー
ジ
」
が
柔
ら
か
な
手
書
き
イ
ラ
ス

ト
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
の
歩
み
を
知
る
こ
と
は
、
未

来
へ
の
「
羅
針
盤
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

昭
和
の
記
憶
や
平
和
へ
の
願
い
を
次
世
代

へ
語
り
継
ぎ
、
共
に
明
る
い
未
来
を
創
造

す
る
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
開
催
期
間
等
の
詳
細
は
表
紙
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

）

【
渡
部

拓
】

。

今
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、
左
の

日
程
で
６
月

日
か
ら
開
催
し
ま
す
。

19

「
入
門
編

「
応
用
編
」
の
各
コ
ー
ス
と

」

も
全
回
受
講
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
の
「
入
門
編
」
は
、
古
文
書

の
く
ず
し
字
に
初
め
て
触
れ
る
方
を
対
象

に
講
座
を
進
め
ま
す
。
全
４
回
を
連
続
受

講
す
る
こ
と
で
解
読
の
基
礎
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。
ひ
ら
が
な
の
く
ず
し
字
か
ら
始

め
て
、
回
を
重
ね
て
解
読
の
実
力
を
養
っ

て
い
き
ま
す
。
く
ず
し
字
の
辞
書
の
使
い

方
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

月
か
ら
の
「
応
用
編
」
は
、
く

10
ず
し
字
の
解
読
経
験
が
あ
る
方
を
対

象
と
し
て
、
秋
田
藩
関
係
の
興
味
深

い
古
文
書
の
数
々
を
講
師
と
一
緒
に

読
み
進
め
ま
す
。
長
め
の
古
文
書
を

読
み
な
が
ら
、
歴
史
的
背
景
も
学
び

ま
す
。
入
門
編
を
受
講
し
た
方
が
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
応
用
編
に
挑
戦
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。【

柴
田

知
彰
】

令和７年度開催の入門編より

公文書館だより第52号 2

昭
和
１
０
０
年
記
念
展
「
記
録
資
料
で
た
ど
る
秋
田
の
１
世
紀
」

令
和
８
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
（
入
門
・
応
用
編
）

回 時間 テーマ 講師

第1回 6/19 (金)
10:30～
12:00

「大坂合戦覚書」を読む① 伊藤成孝

第2回 7/17 (金)
10:30～
12:00

「大坂合戦覚書」を読む② 伊藤成孝

第3回 8/21 (金)
10:30～
12:00

「野上陳令日記」を読む 渡部　拓

第4回 9/18 (金)
10:30～
12:00

「岡本元朝日記」を読む 柴田知彰

回 時間 テーマ 講師

第1回 10/16 (金)
10:30～
12:00

「御判物改御記録」を読む
　－天明８年３月５日条を中心に－

伊藤勝美

第2回 11/20 (金)
10:30～
12:00

「介川東馬日記」天保３年７月９日より
  －堺商人酢屋利兵衛の藩政批判－

金森正也

第3回 12/18 (金)
10:30～
12:00

「公務控」を読む
  －戊辰戦争軍費他調達金について－

佐々木彦一郎

入 門 編 （連続4回受講）

実施日

応 用 編（連続３回受講）

実施日



今
回
は
、
当
館
所
蔵
の
『
分
間
江
戸

大
絵
図

（
岡

泉
５
の
２
点
）
を
取

』

、
390

り
上
げ
ま
す
。

「
分
間
」
は
測
量
の
意
味
で
、
そ
れ

ぶ
ん
け
ん

を
も
と
に
絵
画
的
表
現
を
取
り
入
れ
縮

「

」

尺
し
て
作
成
し
た
も
の
を

分
間
絵
図

と
い
い
ま
す
。
寛
文
～
正
徳
期
、
遠
近

お
ち
こ
ち

六
郎
兵
衛
道
印
に
よ
っ
て
実
測
図
が
刊

ろ
く
ろ
う

べ

え

ど
う
い
ん

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
、
実
測

し
た
絵
図
は
分
間
図
と
通
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
の
『
江
戸

分
間
大
絵
図
』
は
遠
近
道
印
の
図
を
も、

と
に
し
つ
つ
も
大
き
く
改
変
し
て
お
り

製
作
者
に
金
丸
彦
五
郎
影
直
の
名
が
加

か
ね
ま
る
ひ
こ

ご

ろ
う
か
げ
な
お

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
図
の
歪
み
は
や
や

大
き
く
な
る
一
方
、
情
報
量
は
大
き
く

増
え
て
い
ま
す
。
文
政

年
（
１
８
２

12

９
）
の
『
分
間
江
戸
大
絵
図
』
ま
で
は

ほ
ぼ
同
じ
版
で

最
後
の
弘
化
２
年

１

、

（

８
４
５

『
天
保
改
正
御
江
戸
大
絵
図
』

）

は
、
寛
文
期
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
描

写
に
復
し
、
空
間
は
正
確
に
な
り
ま
し

た
が
、
情
報
量
は
少
な
く
な
り
、
情
報

の
誤
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

金
丸
分
間
図
で
最
も
重
視
さ
れ
た
の

は
、
武
家
屋
敷
で
す
。
個
別
の
大
名
屋

敷
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
組

屋
敷
や
小
規
模
の
武

家
屋
敷
は
描
か
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
次
に
重
視
さ

れ
た
の
は
寺
社
に
関

す
る
情
報
で
、
特
に

名
所
と
し
て
知
ら
れ

た
寺
社
は
必
ず
描
か

れ
て
い
ま
す
。
町
屋

に
関
し
て
は
、
明
ら

か
に
情
報
を
軽
視
し

て
い
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
取
り
上
げ
た
当
館
所
蔵

資
料
の
う
ち
、
泉
明
収
集
資
料
の
『
分

』（

）

、

間
江
戸
大
絵
図

泉
５

資
料
①

は

慶
応
元
年(

１
８
６
５)

、
須
原
屋
茂
兵
衛

す

は
ら

や

も

へ

え

が
販
売
し
た
木
版
彩
色
刷
り
の
大
絵
図

で
す
。
大
名
や
旗
本
の
武
家
屋
敷
に
は

家
紋
と
当
主
の
名
、
寺
社
に
は
建
物
と

木
立
、
町
人
地
に
は
町
名
が
詳
細
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
資
料

に
は
、
折
り
痕
や
水
損
に
よ
る
汚
損
と

欠
損
部
分
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
の
連
携
展
示

「
平
沢
常
富
と
そ
の
時
代
」
で
は
、
同

絵
図
を
列
品
し
ま
し
た
が
、
下
谷
三
味

し
た

や

し
や

み

線
堀
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
下
谷
三
軒
町
の

せ
ん
ぼ
り

や

し
き

「
秋
田
藩
江
戸
上
屋
敷
」
と
同
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重

栄
華
乃
夢
噺
～
」
の
舞
台
と
な
っ
た
江

戸
の
遊
郭
街
で
あ
る
「
新
吉
原
」
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
岡
文
庫
の
同
名
資
料

資
料
②

天
保

年(

１
８
４

（
岡
390

12
の
当
該
部
分
を

１)

須
原
屋
茂
兵
衛
版
）

。

拡
大
し
て
パ
ネ
ル
に
し
掲
示
し
ま
し
た

「
秋
田
藩
江
戸
上
屋
敷
」
は
、
現
在

の
台
東
区
台
東
三
・
四
丁
目
に
あ
た
る

広
大
な
敷
地
（
１
６
２
２
０
坪
）
に
三

階
建
て
の
豪
壮
な
主
屋
と
七
つ
の
蔵
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
に
接

す
る
堀
は
、
三
味
線
の
よ
う
な
形
を
し

、「

」

、

て
い
た
の
で

三
味
線
堀

と
呼
ば
れ

上
屋
敷
も
「
下
谷
三
味
線
堀
屋
敷
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
平
沢
常
富
な
ど

の
江
戸
詰
の
家
臣
や
そ
の
家
族
は
、
敷

地
の
一
角
に
あ
る
長
屋
に
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た

「
新
吉
原
」
に
は
ド
ラ

、

マ
に
も
登
場
し
た
「
大
門
」
や
周
囲
に

お
お
も
ん

巡
ら
さ
れ
た
「
お
歯
黒
溝
」
と
呼
ば
れ

は

ぐ
ろ
ど
ぶ

た
大
溝
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
大
絵
図
は

情
報
量
も
多
く
、
当
時
の
様
子
が
詳
細

に
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え

。

ま
す

【

】

伊
藤

成
孝

公文書館だより第52号 3

『
分
間
江
戸
大
絵
図
』
に
つ
い
て

ぶ

ん

け

ん

え

ど

お

お

え

ず

資
料
紹
介

資 料 ①

資 料 ②



昨
年
度
の
「
公
文
書
館
だ
よ
り
」

号
50

で
、
三
浦
畑
四
郎
氏
収
集
資
料
中
の
「
熨

斗
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
も
う

一
点
（
三
浦

）
に
つ
い
て
触

７
－
１
－
１

れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
写
真
①
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
熨
斗
の
包
紙
上
書
き
に

は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
（
写

真
②
は
熨
斗
の
中
身
の
昆
布

。）

文
政
二
卯
八
月
六
日

友
千
代
様

御
鈴
之
間
被
仰
付

ゟ

候
節
、
御
目
通
ニ

拝
領

而

高
橋
民
之
助

「

（

）

、

文
政
二
年

一
八
一
九

八
月
六
日

鈴
之
間
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
友
千

代
様
の
目
の
前
で
高
橋
民
之
助
が
拝
領
し

た
」
と
読
み
取
れ
る
内
容
で
す
が
、
前
回

の
高
橋
小
平
と
違
い
、
高
橋
民
之
助
は
系

図
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

友
千
代
様
と
は
、
九
代
藩
主
義
和
の
三

男
で

「
義
厚
家
譜
」
に
よ
る
と
、
文
化

、

十
二
年
（
一
八
一
五
）
九
月
三
日
、
父
義

和
の
没
後
に
誕
生
し
た
人
物
（
の
ち
の
義

尹
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
政
二
年
の
段

階
で
、
義
和
の
長
子
義
厚
は
八
歳
（
文
化

九
年
生

元
服
前

次
兄
の
直
千
代

文

、

）、

（

化
十
年
生
、
文
政
元
年
没

、
友
千
代
は

）

五
歳
で
す
。

Ｃ
－

「
御
城
内
御
座
敷
廻
絵
図

（
県

」

）

、

１
６
９

は
成
立
の
時
期
は
不
明
で
す
が

【

】

写
真
①

「
御
鈴
廊
下
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら

推
測
す
る
と
、
五
歳
の
友
千
代
の
秋
田
に

お
け
る
生
活
空
間
は
「
御
鈴
之
間
」
の
あ

た
り
（

表
」
に
対
し
て
「
奥

）
で
あ
っ

「

」

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

高
橋
民
之
助
は
友
千
代
の
世
話
係
の
一
人

に
命
ぜ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
義
厚
家
譜
」
の
記
事
な
ど
か
ら
、
文

政
二
年
の
段
階
で
は
、
友
千
代
は
秋
田
の

。

、

城
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

そ
の
後

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
に
江
戸
に

、

（

）

向
け
て
出
発
し

四
月
に
下
谷

上
屋
敷

に
到
着
、
同
八
年
四
月
に
義
厚
の
仮
養
子

と
な
る
記
事
が
み
ら
れ
（
義
尹
の
名
拝

領

、
同
十
一
年
四
月
に
は
幕
府
か
ら
認

）
め
ら
れ
た
模
様
で
す

、
し
か
し
義
尹
は

。

天
保
九
年
九
月
に
浅
草
（
中
屋
敷
）
で
病

没
、
二
十
四
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。

と
こ
ろ
で

「
家
譜
」
は
藩
に
お
け
る

、

「
公
式
の
記
録
」
と
い
う
性
質
が
あ
る
の

で
、
文
政
二
年
八
月
の
記
事
に
「
友
千
代

様

「
御
鈴
之
間
」
等
の
こ
と
ば
が
見
え

」

【

】

写
真
②

な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
い
ま

す

「
家
譜
」
以
外
の
友
千
代
関
連
史
料

。
に
は
、
た
と
え
ば
「
友
千
代
様
御
授
読
日

記)(

混
架

）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ー
25

26

は
友
千
代
様
の
授
読
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
野

上
陳
令
が
、
文
政
五
年
六
月
～
文
政
六
年

三
月
、
つ
ま
り
友
千
代
が
江
戸
に
向
か
う

直
前
の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
す
。

、「

」

、

ま
た

北
家
日
記

に
も
こ
の
時
期

非
常
に
興
味
深
い
記
事
が
載
っ
て
い
ま

す
。
文
政
二
年
に
は
、
義
厚
は
ま
だ
「
幼

年
」
で
あ
っ
た
た
め
、
秋
田
藩
に
と
っ
て

は

前
代
の
義
和
の
と
き
と
同
様
に

国

、

、「

目
付
の
訪
問
」
へ
の
対
処
が
大
き
な
政
治

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
文
政
二
年
に

国
目
付
派
遣
の
連
絡
が
あ
り
、
た
び
た
び

延
期
さ
れ
、
実
際
に
二
名
の
国
目
付
が
秋

田
を
訪
れ
た
の
は
文
政
四
年
で
し
た

北
。「

家
日
記
」
六
一
八
の
文
政
二
年
八
月
六
日

、

「

」

条
に
は

義
厚
幼
年
の
た
め

国
相
参
議

に
命
ぜ
ら
れ
た
北
家
の
佐
竹
義
文
と
「
対

立
」
す
る
側
に
あ
っ
た
、
家
老
の
小
野
岡

大
和
義
和
の
「
御
弘
ニ
も
及
間
敷
、
御
目

付
御
登

城
之
節
は
隠
候

可
然
」
と
い

而

「

」

、

う

所
存

が
生
々
し
く
書
か
れ
る
な
ど

同
時
代
資
料
に
よ
る
「
舞
台
裏
」
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

【
伊
藤

勝
美
】

公文書館だより第52号 4

も
う
ひ
と
つ
の
熨
斗
包
紙
上
書
き

の

し



、

現
在
閲
覧
室
で
は

３
月
に
刊
行
さ
れ
た

「
野
上
陳
令
日
記
」

第
四
巻
の
関
連
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
回
目
と
な
る
今
回

は
、
初
め
て
イ
ラ
ス

ト
に
よ
る
解
説
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
写

「
組
下

真
は
秋
田
藩
の

く
み
し
た

給
人
」
の
簗
隼
人
と
、「
組
下
持
」
の
大
身

や
な

給
人
だ
っ
た
渋
江
和
光
と
の
関
係
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
解
説
は
初
の
試
み
で
し

た
が
、じ
っ
く
り
見
入
る
来
館
者
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
、好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。閲
覧

室
ミ
ニ
展
示
は
親
し

み
や
す
さ
を
重
視

し
、肉
筆
を
多
く
用

い
る
な
ど
、
敢
え
て

手
作
り
感
を
前
面

に
押
し
出
す
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
公

文
書
館
の
新
た
な

取
り
組
み
を
、ぜ
ひ

閲
覧
室
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【

】

柴
田

知
彰

表
紙
で
県
章
の
話
題
を
出
し
た
の
で
、

県
旗
を
作
成
す
る
際
の
決
め
ご
と
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

当
然
で
す
が
、
適
当
に
描
か
れ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
詳
細
は
「
県
章
県
旗
の
決

定
に
と
も
な
う
県
旗
作
成
方
法
」
と
し
て

昭
和

年
８
月

日
付
け
県
公
報
（
複
０

35

27

０
１
３
３
０
）
で
告
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
、
縦

㎝×

横

㎝
。
そ
の

140

200

サ
イ
ズ
の
中
に

以
上
の
点
や
線
形
を
指

30

定
し
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

色
は
朱
茶
の
下
地
に
県
章
は
白
色
。

見
慣
れ
た
マ
ー
ク
で
す
が
、
実
は
細
か

い
設
定
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

な
お
、
県
章
を
使
用
す
る
際
は
、
県
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
課
へ
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
章
が
定
め
ら
れ
た
頃
と
は
、
様
々
な

こ
と
が
大
き
く
変
わ
っ
た
現
在
で
す
が
、

当
時
の
人
々
が
県
章
に
込
め
た
「
県
勢
の

飛
躍
、
発
展
」
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
私
た

ち
も
歩
み
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
中
田

暁
】

公文書館だより第52号 5

閲
覧
室
ミ
ニ
展
示
よ
り

！

「
野
上
陳
令
日
記
」
第
四
巻
の
み
ど
こ
ろ
紹
介

県

旗

の

作

成

に

つ

い

て

閲覧室ミニ展示の様子

イラストによる解説（ 組下とは ）「 」



公
文
書
の
中
に
は
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
明

治
・
大
正
・
昭
和
（
戦
前
）
の
公
文
書
が

主
に
な
り
ま
す
。

非
公
開
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
本
の

閲
覧
が
可
能
で
す

（
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ

。

ん
が
、
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
は
可
能
で
す
）

「
○
○
課
○
○
掛
事
務
簿
」

県
庁
業
務
の
公
的
記
録
。
各
事
業
課
ご

と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
内
務
部

。

第
○
課
、
第
○
部
土
木
課
、
勧
業
課
農

業
掛
な
ど
）

「
山
林
原
野
其
他
原
由
取
調
書
」

明
治
政
府
が
新
税
制
の
た
め
地
租
改
正

を
終
え
る
と
、
山
林
原
野
の
地
租
改
正

も
実
施
。
そ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
調
書
。

各
郡
各
町
村
の
山
林
や
原
野
の
持
ち
主

・
場
所
・
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
神
社
明
細
帳
」

明
細
帳
作
成
当
時
の
社
殿
や
境
内
、
氏

子
数
、
祭
神
、
由
緒
な
ど
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
士
族
卒
明
細
短
冊
」

明
治
政
府
に
な
り
、
秋
田
県
が
藩
の
替

わ
り
に
管
内
士
族
に
家
禄
を
支
給
す
る

た
め
に
作
成
し
た
台
帳
。
元
士
族
の
家

系
で
あ
れ
ば
、
ご
先
祖
様
の
名
前
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん

（
閲
覧
室
に
は
複
製
本
が
あ
り
、
自

。
由
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

他
に
も
様
々
な
公
文
書
が
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
度
、
文
化
財
を
ご
自
分
の
目

で
確
認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
中
田

暁
】

公
文
書
館
で
は
毎
年
県
政
映
画
上
映
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
映

像
を
集
め
、
約
１
時
間
ほ
ど
に
ま
と
め
た

も
の
を
２
日
間
、
午
前
・
午
後
の
部
と
計

４
回
の
上
映
を
行
っ
て
お
り
ま
す

（
内
容

。

は
４
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

令
和
８
年
度
も
８
月

・

日
に
３
階

27

28

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
予
定
で
す
。
事

前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。【

中
田

暁
】

い
つ
も
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
ま
し

て
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
「
秋
田
県
公
文
書
館
だ
よ

り
」
は
創
刊
号
（
平
成

年

月
発
行
）

6

10

か
ら
最
新
号
に
至
る
ま
で
、
秋
田
県
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ

ト
」
内
の
公
文
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
出
来
ま
す

「
公
文
書
館
だ
よ

。

り
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。
気
に
な
る
方
は
一
度
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
中
田

暁
】
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